
様式第２号（第４条関係）

事業者の名称 ㈱川越商事

月別・個人別掛金内訳書

氏 名 加入年月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
備考

（退職等）

小江戸　一郎 R5.4 5,000 5,000 5,000 15,000

小江戸　二郎 R6.1 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 60,000

小江戸　三郎 R6.1 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 40,000
退職

R７.8

小江戸　史郎 R6.4 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 60,000

小江戸　五郎 R7.5 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 40,000

20,000 20,000 20,000 15,000 20,000 20,000 20,000 20,000 15,000 15,000 15,000 15,000 215,000

備考 人数
　１　上記の表に書ききれない場合は、別葉として添付してください。
　２　常時雇用する従業員以外の従業員は、氏名の前に〇印を付けてください。

総人数

小　　計

5人 215,000円
合　　計

5人 43,000円

計

補助対象の従業員のみ記入

(被共済者番号順にしてください)

本来の掛金は、月20,000円だが、

月の補助上限額が5,000円の為、5,000と記入 退職者は備考に退職

年月を記入

令和７年４月より掛金を5,000円から7,000円に増額したが、月

の補助上限額が5,000円の為、5,000と記入

この内訳書の月額は、従業員の令和７年中の掛金支払額(国の助成(新規加入・増額にかかる助成)

や前納割引がある場合は、掛金月額－助成額・割引額＝実際に支払った額)を記入しますが、その
額が5,000円を超えている場合は、5,000円になります。

R5年4月加入者はR7年3月で24箇月目なので3月分まで補助対象

R６年1月加入者の補助対象期間は、～R７年12月なのですべて該当

R７年中の退職者は退職した月まで

R７加入者は加入した月から(翌月払いの場合も有)

様式第１号の交付申請額

にこの額を記入
通常は、小計の20％になりますが、小計が2,500,000円を超えた場合は、500,000円になります


